
　

南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
近
年
、
ブ
ラ
ッ

ク
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
黒
人

中
間
層
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
教
育
機
会
が
拡
大
し
、

職
業
や
居
住
地
が
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
昇
進
や
給
与
面
で
の
人
種
差
別

が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
て
、
民
主

化
後
の
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議（
Ａ
Ｎ
Ｃ
）

政
権
の
も
と
で
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
や
黒
人
の
経
済
力
強
化

（
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）
政
策
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

で
、
一
定
額
以
上
の
収
入
を
得
て
、
旧

白
人
地
区
に
移
り
住
ん
だ
り
、
か
つ
て

の
白
人
学
校
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
た
り

す
る
こ
と
の
で
き
る
黒
人
（
ア
フ
リ
カ

人
、
カ
ラ
ー
ド
、
イ
ン
ド
系
と
い
う
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
下
の
人
種
区
分
の

な
か
で
差
別
を
被
っ
て
い
た
人
び
と
の

総
称
）
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
な
ぜ
南
ア
フ
リ
カ
で
黒

人
中
間
層
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
、

彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
人
び
と
で
あ
り
、

ど
う
い
っ
た
政
策
的
背
景
の
も
と
で
出

現
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

●
黒
人
中
間
層
の
規
模
と
購
買
力

　

南
ア
フ
リ
カ
に
ど
れ
ほ
ど
の
黒
人
中

間
層
が
い
る
の
か
、
そ
の
規
模
を
正
確

に
知
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
ケ
ー
プ

タ
ウ
ン
大
学
の
ユ
ニ
リ
バ
ー
研
究
所
は

二
〇
〇
八
年
時
点
で
の
黒
人
中
間
層
を

推
定
三
〇
〇
万
人
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
当
時
の
総
人
口
四
八
七
〇
万
人

（
南
ア
フ
リ
カ
統
計
局
に
よ
る
年
央
人

口
推
計
）
の
わ
ず
か
六
・
二
％
に
す
ぎ

な
い
。
だ
が
、
彼
ら
の
存
在
感
は
絶
対

数
よ
り
も
購
買
力
に
あ
り
、
二
〇
〇
七

年
初
頭
に
は
黒
人
の
全
購
買
力
の
五

四
％
を
黒
人
中
間
層
が
占
め
、
彼
ら
の

な
か
で
大
都
市
郊
外
の
旧
白
人
地
区
に

住
む
人
び
と
も
一
二
〇
万
人
に
達
し

た
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
初

頭
ま
で
南
ア
フ
リ
カ
の
住
宅
価
格
は
高

騰
し
続
け
た
が
、
黒
人
中
間
層
に
よ
る

住
宅
購
入
は
そ
の
主
因
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
た
。

　

黒
人
中
間
層
の
購
買
力
の
拡
大
は
、

大
都
市
の
外
れ
に
位
置
す
る
旧
黒
人
居

住
区
（
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
）
に
民
主
化
後
、

相
次
い
で
建
設
さ
れ
た
大
規
模
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
も
示
さ
れ
て

い
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は
食

料
や
日
用
品
を
購
入
す
る
た
め
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
加
え
て
、
各
種
銀

行
の
支
店
、
家
電
製
品
や
家
具
の
小
売

店
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
チ
ェ
ー
ン
店

が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
っ
て
お
り
、
週

末
に
は
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　

南
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
中
間
層
は
ブ
ラ

ン
ド
志
向
が
強
く
、
住
宅
や
自
動
車
、

液
晶
テ
レ
ビ
、
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
を
ロ
ー

ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
購
入
す
る

一
方
で
貯
蓄
の
文
化
が
形
成
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
彼
ら
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は

近
い
う
ち
に
崩
壊
す
る
だ
ろ
う
と
い
っ

た
予
測
も
あ
る
。
他
方
で
、
二
〇
〇
八

年
に
世
界
的
な
経
済
危
機
の
影
響
を
受

け
て
南
ア
フ
リ
カ
経
済
が
低
迷
し
た
と

き
に
も
黒
人
中
間
層
の
購
買
力
は
増
加

し
続
け
た
と
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
消

費
市
場
の
重
要
な
一
角
を
占
め
て
い
る

こ
と
は
疑
い
が
な
い（
参
考
文
献
②
、⑥
）。

●
Ｂ
Ｅ
Ｅ
と
黒
人
富
裕
層

　

ブ
ラ
ッ
ク
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
い
う

と
、
郊
外
の
ゲ
ー
テ
ッ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
住
ん
で
高
級
車
を
乗
り
回
し
、

ブ
ラ
ン
ド
も
の
の
ス
ー
ツ
を
着
て
高
級

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
黒
人
経
営

者
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
い
る
だ
ろ

う
。
彼
ら
の
多
く
は
、
民
主
化
前
後
に

銀
行
か
ら
資
金
を
得
て
既
存
の
白
人
大

企
業
の
子
会
社
を
譲
り
受
け
た
り
、
合

弁
事
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
複
数
の

企
業
の
常
勤
・
非
常
勤
役
員
を
兼
任
し

た
り
す
る
こ
と
で
大
富
豪
と
な
っ
た
人

び
と
で
あ
り
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
政
権
の
誕
生
を

目
前
に
し
て
、
経
済
界
の
意
向
を
組
む

黒
人
企
業
家
の
育
成
を
望
ん
だ
白
人
大

企
業
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
誕

生
し
た
。

　

南
ア
フ
リ
カ
で
は
黒
人
企
業
家
の
育

成
を
目
的
に
行
わ
れ
、
黒
人
投
資
家
や

黒
人
経
営
者
・
企
業
が
買
い
手
と
な
る

こ
う
い
っ
た
株
取
引
は
Ｂ
Ｅ
Ｅ
株
取
引

ケープタウン郊外のググレトゥ・タウンシップ初のモール
（2011年10月筆者撮影）

特 
集

イ
メ
ー
ジ
と
実
態
の
中
間
層

佐
藤
千
鶴
子
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フ
リ
カ
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さ
れ
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（
あ
る
い
は
単
に
Ｂ
Ｅ
Ｅ
取
引
）
と
呼
ば

れ
る
。
黒
人
の
経
済
進
出
度
を
表
す
指

標
と
し
て
ジ
ョ
ハ
ネ
ス
バ
ー
グ
証
券
取

引
所
に
お
い
て
黒
人
が
ど
れ
ほ
ど
株
式

を
所
有
し
て
い
る
か
が
し
ば
し
ば
引
き

合
い
に
出
さ
れ
る
が
、
一
九
九
五
年
時

点
で
は
わ
ず
か
一
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た

黒
人
の
株
式
所
有
率
は
二
〇
一
一
年
に

は
一
七
％
ま
で
増
加
し
た
（
た
だ
し
こ

の
う
ち
九
％
は
年
金
基
金
な
ど
の
機
関

投
資
家
に
よ
る
も
の
）（
参
考
文
献
⑤
）。

　

黒
人
経
営
者
の
な
か
に
は
、シ
リ
ル
・

ラ
マ
ポ
サ
（
元
労
働
組
合
活
動
家
で
現

Ａ
Ｎ
Ｃ
幹
部
）
や
ト
ー
キ
ョ
ー
・
セ
ク

ワ
レ
（
現
住
宅
問
題
大
臣
）
な
ど
与
党

Ａ
Ｎ
Ｃ
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
持
つ
人

も
多
い
。
黒
人
が
支
配
権
を
握
っ
た
企

業
は
金
融
、
Ｉ
Ｔ
お
よ
び
携
帯
電
話
な

ど
の
通
信
業
、出
版
を
含
む
メ
デ
ィ
ア
、

鉱
業
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
国
家
が
営
業
許
可
な
ど
の
許
認
可

権
を
通
じ
て
規
制
権
力
を
持
つ
業
種
で

あ
り
、
新
興
の
黒
人
資
本
家
や
経
営
者

の
成
長
過
程
に
は
国
家
の
関
与
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
参
考
文
献
③
、

④
）。

●
雇
用
均
等
法
と
黒
人
中
間
層

　

黒
人
経
営
者
は
南
ア
フ
リ
カ
社
会
の

な
か
で
目
立
つ
存
在
で
は
あ
る
が
、
数

的
に
は
ご
く
少
数
で
あ
り
、
実
際
に
黒

人
中
間
層
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
、

教
員
や
看
護
師
を
含
む
公
務
員
と
民
間

企
業
で
正
規
の
職
に
就
く
一
般
労
働
者

で
あ
る
。

　

彼
ら
の
出
現
を
後
押
し
し
た
の
が
、

雇
用
の
場
で
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
政
策
と
し
て
導
入
さ
れ
た

「
雇
用
均
等
法
」（
一
九
九
八
年
）で
あ
っ

た
。
同
法
は
特
定
集
団
（
黒
人
、女
性
、

障
害
者
）
に
対
す
る
差
別
を
排
除
し
、

こ
れ
ら
の
人
び
と
の
職
場
で
の
代
表
性

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

求
人
の
際
に
は
特
定
集
団
か
ら
の
適
格

者
を
優
先
的
に
雇
用
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
原
則
を
支
持
し
て
い
る
。
同
法
に

よ
り
、
従
業
員
数
一
五
〇
人
以
上
の
企

業
は
毎
年
、
一
五
〇
人
未
満
の
中
小
企

業
は
二
年
ご
と
に
、
法
律
の
精
神
に

則
っ
た
雇
用
計
画
と
そ
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
雇
用
均
等
委
員
会
に
報
告
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

雇
用
均
等
委
員
会
の
最
新
の
報
告
書

（
二
〇
一
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
労
働
力

全
体
の
人
種
構
成（
ア
フ
リ
カ
人
七
三
・

六
％
、
カ
ラ
ー
ド
一
一
％
、
イ
ン
ド
系

三
・
二
％
、
白
人
一
二
・
一
％
）
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
雇
用
均
等
が
最
も
進
ん

で
い
る
の
は
公
務
員
部
門
で
あ
り
、

ト
ッ
プ
管
理
職
に
占
め
る
ア
フ
リ
カ
人

の
割
合
は
六
六
・
六
％
（
黒
人
全
体
で

八
一
・
八
％
）、
シ
ニ
ア
管
理
職
に
占

め
る
ア
フ
リ
カ
人
の
割
合
は
五
七
・

七
％
（
同
七
二
・
三
％
）、
専
門
資
格

職
お
よ
び
中
間
管
理
職
に
占
め
る
ア
フ

リ
カ
人
の
割
合
は
五
八
・
九
％
（
同
七

七
・
九
％
）、
技
術
職
お
よ
び
ジ
ュ
ニ

ア
管
理
職
に
占
め
る
ア
フ
リ
カ
人
の
割

合
は
七
一
・
六
％
（
同
九
二
・
三
％
）

と
な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。
一

九
九
四
年
に
は
ト
ッ
プ
と
シ
ニ
ア
を
併

せ
た
管
理
職
に
就
い
て
い
る
黒
人
公
務

員
が
わ
ず
か
六
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
雲
泥
の
差
で
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　

黒
人
中
間
層
の
出
現
は
、
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
体
制
の
も
と
で
の
人
種
格
差
の

是
正
と
い
う
意
味
で
は
非
常
に
望
ま
し

い
変
化
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、

黒
人
内
部
の
経
済
格
差
の
問
題
も
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
民

主
化
前
後
の
Ｂ
Ｅ
Ｅ
株
取
引
は
少
数
の

黒
人
エ
リ
ー
ト
を
億
万
長
者
に
し
た
だ

け
と
の
批
判
が
相
次
ぎ
、
二
〇
〇
三
年

に
は
よ
り
広
範
な
人
び
と
を
対
象
と
し

た
Ｂ
Ｅ
Ｅ
実
現
の
た
め
の
法
律
（「
広

範
な
分
野
に
わ
た
る
黒
人
の
経
済
力
強

化
法
」）
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
同
法
は
、
雇
用
均
等
に
よ
る
Ｂ
Ｅ

Ｅ
を
さ
ら
に
進
め
、
職
業
訓
練
や
優
先

的
調
達
を
通
じ
た
企
業
家
支
援
な
ど
を

Ｂ
Ｅ
Ｅ
の
指
標
と
し
て
導
入
す
る
こ
と

で
、
株
式
所
有
や
経
営
支
配
に
限
定
さ

れ
な
い
形
で
の
企
業
に
よ
る
Ｂ
Ｅ
Ｅ
実

現
の
取
組
み
を
促
進
し
て
い
る
。

　

同
法
に
よ
り
、
現
時
点
で
は
公
務
員

と
比
べ
て
は
る
か
に
遅
れ
て
い
る
民
間

部
門
で
の
雇
用
均
等
が
促
進
さ
れ
る
な

ら
ば
、
南
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
中
間
層
は

さ
ら
に
厚
み
を
増
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。

だ
が
そ
の
一
方
で
、
公
共
事
業
の
入
札

を
通
じ
た
新
た
な
黒
人
富
裕
層
（
テ
ン

ダ
ー
プ
ル
ナ
ー
と
呼
ば
れ
る
）
も
出
現

し
て
お
り
、
政
府
調
達
と
Ｂ
Ｅ
Ｅ
を
直

結
さ
せ
る
Ｂ
Ｅ
Ｅ
法
に
は
縁
故
主
義
や

黒
人
内
部
の
経
済
格
差
を
さ
ら
に
悪
化

さ
せ
か
ね
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

（
さ
と
う　

ち
づ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

ア
フ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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